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         十五世孫修理亮従五位下 
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今の勝淵明神である。勝重君は寛永 9 年（1632）4 月25日に長寿で死去し、上仙川村の大源山
春清寺に埋葬された。今ここに天明五年孫の勝房が謹み遠祖勝家君の位牌を新たに春清寺に奉
安し、ならびにその理由を記録し添状とする。 
天明 5 乙巳年秋 
               15世の孫修理亮従五位下 
               柴田源勝房が謹んで誌し、ならびに書す。      」    









年 4 月に行われているので、古文書記述の年代とは異なる。 
9
 勝家が越前国北ノ庄で自害したのは、天正11年 4 月24日のため古文書記述の年代とは異なる。 
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 『武蔵名勝図会』（稿本）第四 仙川村の条。 
15


































                                                                
17
 戦後における勝淵神社の状況については、後述する（注19）で実施した勝淵神社の文化財総合調査に際し、
2012年 3 月13日に元氏子惣代であった井上利明氏へのヒアリング調査にもとづき執筆した。 
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 この点については、拙編著『歴史的環境の形成と地域づくり』（名著出版 2005年 8 月）を参照のこと。 
「記憶の場」の形成と「歴史的環境」との関わりについて－勝淵神社の柴田勝家兜埋納伝説を事例に－ 
































い記述した。詳細は『勝淵神社文化財総合調査報告書』（三鷹市教育委員会 2012年 3 月）の調査内容を参
照のこと。なお、本拙稿に掲載した写真・図版の一部については同書より転載させていただいた。 
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 社叢に生育している樹木は、イチョウ 1 本、イヌシデ 7 本、シラカシ 6 本、エノキ 1 本、ケヤキ 1 





構成するシラカシ 6 本（幹周り2.53m～0.62m）とイヌシデ 7 本（幹周り2.39m～1.65m）の樹齢は、
推定で 4 本が120年位、その他は90年位と考えられている。 
③建造物 
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 勝淵神社で、現在、行われている主要な祭礼行事は、元旦祭（ 1 月 1 日）、塞の神（ 1 月15日）、
月祭（ 1 月19日）、大袚祭（ 6 月下旬）、例大祭（10月第二日曜日）、七五三祭（11月吉日）、月祭
（11月19日）、大袚祭（12月下旬）などである。 
 ところで、勝淵神社の氏子は、現在、約220戸で「勝淵神社氏子会」を組織し、氏子会は四つの
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 天保11年（1840）9 月と明治26年（1893）8 月の年号が入った各一対計 4 点の奉納幟である。天









































 境内正面の石造鳥居をくぐった石段の左右に 2 基の石塔がある。 
  2 基の石塔には「勝淵大明神御寶前石燈籠」「武州多摩郡上仙川村氏子中」「延享元年甲子九月吉
日」と銘文が陰刻されており、この彫られた文字から、石塔が延享元年（1744） 9 月上仙川村の氏
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子によって「勝淵明神」の前に奉納された「石燈籠」の竿石であったことがわかる。台石、笠石は
































































稀有な伝承地として重要である。」との理由によって、2012年 6 月 6 日付けで「柴田勝家兜埋納伝承地」と
して三鷹市の文化財（史跡）に登録された。 
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かにすることができた。これによって「記憶の場」の形成・継承にあたっては「歴史的環境」の存
在がそのイメージ化に大きな役割を果たしていることを指摘し、本稿のまとめとする。 
 
 
 
